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１．研究計画の概要

研究代表者らが遺伝的ネットワーク（GNP）
の研究で明らかにした“真に重要な相関ルー
ルの抽出”，“株式間の相関関係を苦慮した最
適化”および“個体のユニーク性を考慮した
GNP の選択”には，遺伝的関係プログラミ
ング(GRP)が特に有向であるとの着想に至っ
た．従って，本研究では上記着想のもとに（１）
遺伝的関係プログラミング(GRP)の構成に関
する研究，（２）遺伝的ネットワークプログ
ラミング(GNP)と遺伝的関係プログラミング
(GRP)の融合方式に関する研究，および（３）
遺伝的ネットワークプログラミング(GNP)と
遺伝的関係プログラミング(GRP)の融合方式
の応用に関する研究を行う．

２．研究の進捗状況

上記（１）については，有向グラフ，無向
グラフを用いて状態（または属性）間の相関
の強さを表現する方式を提案し，さらに進化
を行うことで真に重要な状態関係のみが抽
出可能になった．

（２）については，遺伝的関係アルゴリズ
ム（GRA）で膨大な数の属性の中から真に重
要な属性を抽出後，GNP により抽出された
属性に注目したデータマイニングが可能に
なった．これにより，従来のデータマイニン
グ手法では困難であった膨大な属性を有す
るデータベースからのルール抽出が効率的
に行われるようになった．

（３）については，主に GRA を用いて各
金融商品間のリスクを考慮したポートフォ
リオ構築システムを開発した．株価指数，債
権，為替等，様々な商品（属性）の中から利
益とリスクを考慮した商品抽出と売買ルー
ルが GRA と GNP の融合方式により実現で
きた．

さらに，これらの方式の性能向上のため、
GNP の基本アルゴリズムに関する以下の拡
張も併せて行ってきた．

（４）サブルーチン付き GNP
有向グラフ構造で表現される本体プログラ
ムとは別に有向グラフ構造を用意しサブル
ーチンとして進化させる方式を開発した。こ
れを株式売買モデルに応用し、適切な売買ル
ールが生成できるかを検証した。シミュレー
ションの結果、プログラムサイズが同じ条件
の下で、サブルーチン付き GNP がサブルー
チン無しの GNP と比べて利益率で上回るこ
とが分かった。

（５）並列 GNP
複雑なタスクを処理するために、２つの大

きな機能に分割し並列動作させる方式を開
発し、２つのプログラムの実行命令が競合し
た時の解決方法について検討した。エージェ
ントの行動系列生成に関するベンチマーク
問題で、逐次機能切換え型の GNP と比べて
並列 GNP がよい性能を示すことが分かった。
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① 当初の計画以上に進展している

上記の研究課題は予定より早いペースで
研究が進み，すでに遺伝的ネットワークプロ
グラミングと遺伝的関係プログラミングの
相乗効果によって真に重要な属性間の相関
関係を効率的に計算し，それらの重要属性を
用いたシステムの構築が可能であることを
明らかにしている．また、金融ポートフォリ
オモデルの構築に応用し、優れた性能を示す
ことを明らかにしている．

４．今後の研究の推進方策

これまでの研究で GNP と GRA の性能および
その融合による効果が明らかになってきた
ため、今後はその応用を主に研究を推進する
予定である。GNP と GRA は多くの属性を持つ
データベースの取り扱いに優れているほか、
多くの情報の中から必要な情報のみを用い
てルールを生成することが可能であるため、
今後は実用的進化論的計算手法としての性
能評価を行うために株式売買モデル、ポート
フォリオ構築モデル、侵入検知システム、都
市交通流予測モデルなどの複雑な問題へ応
用しその性能向上を目指す予定である。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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